


















































第 1表 農家の自家生産所得階層別 (1917年10月～1918年9月)
生産額(A) 支払小作料 (B) 生 産 費 (C) 生 産 所 得 (D)
1戸あたり 1戸あたりB/AX1001戸あたり C/AX1001戸あたりD/AX100
農家全体 円 円 26.9 円 16.9 円 56.2846.024 228.277 141.974 475.773
自作 型 897.208 16.052 1.8 209.670 23.4 671.486 74.8




厘を支出し,474円41銭 8塵 (生産額の49.7%)を得た｡小作型 1戸あた り































は,1反歩につき上田1.550石 (米生産量2.500石) ･中田1.200石 (同じく
2.000石) ･下田0.800石 (同じく1.500石)である(3)｡大庭村全体では,上田



















































生産額(A) 小作料 .借地料 (B) 自 家 用 (C) 販 売 用 (I))
1戸あたり 1戸あたりB/AX1001戸あたり C/AX1001戸あたりD/AX100
農家全体 石 石 52.4 石 32.3 石 15.318.016 9.443 5.820 2.753
自 作 型 16.665 0.642 3.9 7.509 45.1 8.513 51.1












































































Il 農 家 全 体 自 作 型 自 小 作 型 小 作 料･戸あたりし比 率 1戸あたり比 率 1戸あたり比 率 1戸あたり比 率
土 地 章 円2.004 1.4 円4.850 2.3 円1.400 1.0 -
農業用建物修繕費 0.990 0,7 4.125 2.0 - -
種 苗 費 9.934 7.0 ll.943 5.7 10.636 7.5 4.286 10.2
肥 料 費 51.127 36.0 75.875 36.2 48.391 34.2 24.265 57.8
農 具 費 4.511 3.2 5.283 2.5 4.726 3.3 2.548 6.1
養 蚕 費 4.621 3.3 6.183 2.9 5.228 3.7 -
家 畜 費 52.948 37.3 79.803 38.1 55.846 39,5 1.798 4.3
副 業 費 其 の 他 12.479 8.8 12.108 5.8 13.634 9.6 8.703 20.7




自作型 1戸あた り生産費は209円67銭で,その内訳は土地費 4円85銭
(2.3%)･農業用建物修繕費4円12銭5厘 (2.0%)･種苗費11円94銭3厘
(5.7%) ･肥料費75円87銭 5厘 (36.2%) ･農具費 5円28銭 3厘
(2.5%) ･養蚕費 6円18銭 3厘 (2.9%) ･家畜費79円80銭 3厘
(38.1%)･副業費其の他12円10銭8厘 (5.8%)･雇人費9円50銭 (4.5%)
(ll) 『黒田睦調査書』では,生産費は自家労賃 ･負債利子 ･租税公課以外の自家生産に要
したすべての費用が土地費 ･農業用建物修繕費 ･種苗費 ･肥料費 ･農具費 ･養蚕費 ･
家畜費 ･家禽費 ･副業費其の他 ･雇人費の10項目に分けて記載されている｡ただし,坐








































































第4表 農会加入農家の生産物販売階層別 (1917年10月～1918年 9月)
農家24戸全体 自 作 型 自 小 作 型 小 作 型
販 売 敬 比 率 1戸あた り販 売 額 比 率 1戸あたり販 売 額 比 率 1戸あたり販 売 額 比 率
穀 胡 円 % 円 % 円 % 8.000(10.5) %2.207,557(40.1) 16.2254.211(63.8) 44.8 43.886(22.9) 7.0 3.0
豆 英頁 79.640(1.4) 21.9 4.197(1.1) 23.2 3.351(1.7) 22.2 1.400(i.8) 14.6
疎 や 朝 590.120(10.7) 38.2 30.462(7.6) 46.7 24.194(12.6) 34.5 14.812(19.4) 44.1
果 実 52.500(1.0) 50.4 3.792(1.0) 48.9 1.950(1.0) 52.1 0.167(0.2) 33.3
特用作物 806.230(14.7) 85.6 59.508(14.9) 85.0 29.725(15.5) 86.0 1.100(1.4) 82.1
花 井 352.300(6.4) 99.7 10.883(2､7) 98.2 16,200(8.5)100.0 14.667(19.2)100.0
雑 類 26.200(0.5) 2.0 0.333(0.1) 0.6 0.600(0.3) 1.0 5.067(6.6) 22.0
養 蚕 207.500(3.8) 96.9 ll.250(2.8)100.0 9.333(4.9) 95.5 -
畜 産 800.900(14.6) 99.8 19.517(4.9) 98.9 44.987(23.4)100.0 3.000(3.9)100.0
林 業 189.490(3.4) 37.2 1.783(0.4) 10.0 ll.606(6.0) 46.2 1.567(2.0) 18.4
副 業 186.700(3.4) 41.8 2.700(0.7) 22.5 6.033(3.1) 33.5 26.667(34.9) 76.3
生産肥料 - - - -
合 計 5,499.137(100) 26.2398.636(100) 44.4191.866(100) 20.1 76.445(100) 18.2



































第5表 農会加入農家穀撰販売額構成階層別 (1917年10月～1918年 9月)
農家24戸全体 自 作 型 自 小 作 塾 小 作 型
販 売 額 ☆ 1戸あたり販 売 額 ☆ 1戸あた り販 売 額 ☆ 去戸尭た晶 ☆
梗 米 円1,651.967(74.8) 15.3 円212.828(83.7) 51.1 円24.000(54.7) 4.7 5.000(62.5) 2.3
精 米 501.250(22.7) 45.8 38.583(15.2) 53.8 17.650(40.2) 42.2 1.667(20.8) 13.3
小 麦 5.000(0.2) ll.6 - 0.333(0.8) 15.3 -
燕 麦 48.340(2.2) 56.9 2.800(1.1) 53.2 1.836(4.2) 60.3 1.333(16.7) 51.3
萄 黍 1.000(0.05) 9.1 - 0.067(0.2) ll.7 -
注 1)各欄の☆は生産額を100としたときの販売額の比率を示す｡
(14.9%)と疏菜類30円46銭 2厘 (7.6%)で,外には目を惹くほどのものは
ない｡なお,朝鮮人参を主内容 とする特用作物 も疏薬類 も畑作物であ
り(15),この 2種に蓋類 4円19銭 7厘 (1.1% ) ･果実 3円79銭 2厘
(1.0%) ･花井10円88銭 3厘 (2.7%)を加えた畑作物 5種の販売額は108円
84銭 2度で,販売総額の27.3% ほ どである. また ,養蚕 11円25銭












































































































































小作料 .貸地料(A) 利 子配 当 (B) 賃 金 (C) 雑 収 入 (D) 計 (E)I
lil-pJ当たり A/E×1001戸当たり B/E×1001戸あたり･C/E×100･戸あたり Dx1.E.1戸当たり ☆
農家全体 門 49.6 円 17.0 円 29.2 円 4.1 円 0.2764.248 22.088 37.891 5.344 129.571
自 作 型 265.145 76.2 72.346 20.8 5.317 1.5 5.083 1.5 347.891 0.52







































日小作型では,1戸あた り自家生産外所得が56円33銭 7厘 となるo これ
は,第 1表で見たこの階層の 1戸あた り自家生産所得の 1割 2分に相当する
金額でしかなく,また,農家 3階層の自家生産外所得中もっとも少ない額で
しかない056円33銭 7厘の内訳を見ると,受取小作料および宅地貸付料 1円
2銭 2厘 (自家生産外所得の1.8%) ･利子配当7円67銭 (13.6%) ･賃金
41円85銭 9厘 (74.3%) ･雑収入 5円78銭 7厘 (10.3%)となる｡自小作型
にも受取小作料および宅地貸付料が多少はある｡これは自小作型15戸中4戸
に借入面積を越えない若干の貸付地があることに よるものである(23)｡ しか











































円50銭7度)であったOこの内訳は株券 ･債券5.8%･110円 (勧業債券1戸 ･10円,伝
用組合出資金14戸 ･100円),貯金78.1%･1481円28銭7厘 (14戸),貸金16.1%･306円
32銭 (10戸 .全額融通講貸金)となる｡



























総 所 得 (A) 自家生産所得 (B) 自家生産外所得 (C)
1戸あたり 1戸 あ た り(B/AX100) 1戸 あ た り(C/AX100)
農家全体 円 0,59 円 0.71 円 0.73605.344 475.773(78.6) 129.571(21.4)
自 作 型 1,019.377 1.00 671.486(65.9) 1.00 347.891(34.1) 1.00





































あるが, 2者の合計額と総所得に占める比率は,自作型85円68銭 7厘 ･
8.4%,自小作型13円35銭 ･2.5%,小作型 2円25銭 1厘 ･0.9%である｡この




第 8表 農家の租税公課 ･負債利子と可処分所得階層別
(1917年10月～1918年9月)
租税公課 (A) 負債利子 (B) 小 計 (C) 可 処 分 所 得
1戸あたりA/C×1001戸あたりB/C×1001戸あたり ☆ ･戸あたりl
農家全体 H 94.4 円 5.6 円 4.8 円 0.6227.326 1.609 28.935 576.409
自作 型 83.987 98.0 1.700 2.0 85.687 8.4 933.690 1.00
























An Analysis of Gross Farm Household
Income-1918-Shimane
Sumako Kimura
This paper aims to clarify the feature of the income of farms of Sanin
district in 1910s. This is the premise work to clarify the whole structure of
the farm household in those days. The crux of a matter exists in the
difference of farmers' strata. The subject place of investigation is called
kuroda-une, Ohba-son, Yatsuka-gun, Shimane-prefecture. The used
materials is so-called Son-ze consisted of 25 farm households researched
in 1918.
The most income of the 25 farm households justly consists of self net
agricultural income. That is gained by deducting the production cost and
payable farm rents from gross agricultural income.
Turning our attention to outer self agricultural income, this consists
of mainly receivable farm rents and wages.
Finally we get the disposable income by deducting the tax and
repayable debt interest. We can conclude that there is a tremendous
difference in disposable incomes among all farmers' strata.
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